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第 7 章では、第 1 章から第 6 章の結果をもとに、今後の街角施設の誘導施策について提案を行い、街角施設の果た
す可能性について私見を含めて述べた。
論文審査の結果の要旨
本論文は、近年、社会学など多方面で取り上げられているニュータウン問題の中で、住宅用地の用途を限定する計
画手法が住民の利便性や街の柔軟性を損ねると同時に、活性化を阻害している要因であるとして、住宅用地に街角施
設を導入する手法について検討、提案したものである。本研究の成果を要約すると次の通りである。
(1) 街角施設を計画的に導入していないニュータウンおよび、街角施設の誘致や誘導を行ったニュータウンにおい
て、街角施設の発生実態、およびその分布実態を明らかにし、比較検討することにより各導入手法の効果を明
らかにしている。
(2) 街角施設の複雑な発生要因の中で、ニュータウンの地理的条件やニュータウン計画など施設の立地条件に関す
る要因に着目し、自然発生による街角施設の分布実態から、道路計画や地域施設の配置が発生要因として抽出
している。
(3) ニュータウンの住民を対象とした意識調査により、街角施設の有益性を明らかし、すでに採用されている街角
施設の導入手法を再検討している。同時に現在の地域施設体系を見直し、施設体系の再編の方向性を示してい
る。
(4) 今後の街角施設の導入施策を検討するため、戸建て住宅地における街角施設の外部空間を観察調査し、駐車ス
ペースや閉店後の対策など、街角施設の課題や問題点を指摘している。
(5) 地域施設の整備にあたっては、公共施設を含めた日常生活に必要最低限の地域施設は計画時に誘致する必要が
あり、その上で、誘致された地域施設を補い、住民の選択性を確保するために、街角施設の誘導が重要な手法
になることを指摘している。
以上のように、本論文は近年、多方面で議論されているニュータウンの活性化対策に対して、街角施設の導入手法
と意義の観点から多面的にアプローチしたものであり、今後のニュータウン計画あるいは、すでに建設されたニュー
タウンの活性化に対して大きな示陵を与えうると判断する。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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